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◎ケーブルテレビ番組
『21世紀出雲市政のひろば』
毎月テーマを決めて30分番組を放映

◎ラジオ市政広報番組
『出雲市からのお知らせ』

・出雲ケーブルビジョン（５ｃｈ）
・ひらたCATV（５ｃｈ）

週替わりで、市からの告知放送（20秒）
・FMいずも（80.1メガヘルツ）

市政広報番組

広報いずも 2007.12.1311 10広報いずも2007.12.13

　11月19日、島根県の中央に位置する２市３町（出雲
市、雲南市、奥出雲町、飯南町、斐川町）が、「産業」「観
光」「古代出雲文化」「教育」「環境」「福祉・医療」などのさ
まざまな分野で交流・連携を図ることにより、圏域の活力
を創出しようと『出雲の國・斐伊川サミット』を発足させま
した。
　初会合には２市３町の首長が出席し、それぞれがサ
ミットへの抱負を語ったほか、今後の活動について話し

合いました。サミットの会長に選出された西尾市長は「島根県の東部・西部にとどまらず、広島県などの山陽
圏へ向けた情報発信を視野に入れていくと、この南北の２市３町の連携は重要。知恵を出し合って、この地
域ならではの交流を考えていきましょう」と意気込みを語りました。
　今後は、広域観光マップの作成や環境問題への取り組み、地域医療連携など、２市３町が協力して実施
することで相乗効果が期待できる事業について検討し、平成20年度から順次、共同実施していく予定です。

斐伊川水系2市3町が連携して活力を創出
～出雲の國・斐伊川サミット発足～

　11月23日、秋晴れの中、須佐の七不思と冷風が
吹き出す八雲風穴や島根名水百選でも知られる
福寿泉など佐田町の名所を巡る第６回スサノオウ
オークが開催されました。
　スサノオ神話の地で行われるこのコースは、「美
しい日本の歩きたくなるみち５００選」にも選ば
れています。家族連れ、友だち同士など市内外か
ら参加した約７００人は、おいしい空気ときれい
に草が刈られた、のどかな田園風景の中を自分のペースで歩き、心地よい汗を流しました。
　参加者の一人は、「紅葉した山々の美しい景色を眺めながら、のんびりと自然にひたり、心身ともにリフ
レッシュできました」と満足していました。
　ウオーキングの後に振る舞われた、地元ボランティアによる鴨肉入り大根鍋が大好評で、秋を満喫した一
日となりました。

秋を満喫した一日
～第6回スサノオウオーク～

初会合では、2市3町の首長がそれぞれの市町の課題を出し
合い、今後の交流・連携について協議しました（11月19日　
ウェルシティ島根）

スタッフの温かい声かけに励まされ、最後まで歩くことができました
（11月23日　佐田町須佐）
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夜光反射材を
着用しましょう
夜光反射材を
着用しましょう
　交通事故の大きな要因は運
転者が歩行者に気づかないこ
とです。夜間のウオーキング
などは、夜光反射材の着用、懐
中電灯などを利用して、健康
維持とともに自らの身を守り
ましょう。

●おたずね／交通政策課
　　　　　　（☎２１－６８１９）


